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一
、

ウ

ィ
ー

ン

到

着

ま

で

昭
和

五

十

三
年

四

月
十

三

日

、
外

地

で

の
生

活

に
多

少

の
不
安

を
抱

き
な

が

ら

、
羽

田
空

港

を
後

に
、

一
路

ウ

ィ
ー

ン

へ
と
向

っ
た

。
午

後

十
時

三

十

分
発

フ
ラ

ン
ク

フ

ル
ト
行

に
塔

乗

。

二
十

分

遅

れ

で
午
後

十

時

五
十

分

日
本

を

飛

び

立

つ
。
高

度

一
万

メ

ー

タ
i
、

速

度

九
百

五

十

キ

ロ
メ

ー

タ
ー

、
東

京
湾

の
夜

景

、
恐

ら

く
釣

舟

で

あ

ろ
う

そ

の
燈

が
点

々
と

美

し

い
。

機
内

は

思

っ
た

よ

り
塔

乗
者

も
少

な

く

、

ゆ

っ
た

り

と

し
た
気

分
。

機

内
放

送

か

ら
流

れ

る
ク

ラ

シ

ッ
ク
音

楽
を

レ
シ

ー

バ

ー
で
聞

き
、

少

々
落

着

い
た
気

分

に
浸

る

。
中

継

地

ア

ン
カ

レ

ッ
ジ

ま

で
約

六
時

間

十

五

分
、

や

が

て

ハ
ム

・
ス

パ
ゲ

テ

ィ
ー

・
コ
ー

ヒ

ー

の
機
内

食

が

運
ば

れ

る

。

食

事
後

、

暫

ら

く
眠

り

に

つ
く

。

ア

ン
カ

レ

ッ

ジ

午
前

十

時

五
分

(
日
本

時

間

十

四

日
午

前

五

時

)
着

。

給
油

の
後

、
ま

だ

滑
走

路

の
わ

き

に

残
雪

の
あ
る

ア

ン
カ

レ

ッ
ジ
空

港

を

あ

と

に
、

再
び

、

コ
ペ

ン

ハ
ー
ゲ

ン
に
向

け
飛

び
立

つ
。

離

陸

後

十
分

程

た

っ
た

だ

ろ
う

か

、

下
界

を

眺

め
れ

ば
、

広

々
と
し

た
森

林

の
景
色

か
ら

、

や

が

て
、
真

白

き
雪

を

い
た
だ

い
た

山

々
、

恐

ら

く

ア
ラ

ス
カ

山
脈

で
あ

ろ
う

、

そ

の
雄
大

な

自

然

と

静

け
さ
を

目

の
あ

た

り

に
見

る
。

四

月
十

四

日
午

前

六

時
五

十

分

(
日
本

時

間

午

後

二
時

五
十

分

)

コ
ペ

ン

ハ
ー

ゲ

ン
に
到
着

整

備

の

い
き

と
ど

い
た

か
な

り

大

き
な

空

港

で

あ

る

。
次

の
ウ

ィ

ー

ン
行

S

A
S

機

出

発

ま

で

約

三
時

間

三
十

分

ロ
ビ

ー

で
待

つ
。

ア

メ
リ

カ

の
テ

ィ

ー

ン

エ
ー
ジ

ャ
ー

の
旅
行

の

一
団

が
、

私

の
周

囲

に
腰

を

か

け
、

何

や

ら
騒

々
し

く
話

を
始

め

る
。
や

が

て
、

フ

ラ
イ

ト

の
時

間

が

き

た

ら

し
く

、
横

の
ゲ

ー

ト
か

ら
消

え

て

い
く
。

私

が
腰

を

か

け

て

い
る
前

の
カ

メ

ラ

・
フ
イ

ル

ム
の
売

店

で

は
、

二
十

才

前
後

の
金

髪

の
美

し

い
お
嬢

さ

ん
が

、

コ
カ

コ
ー

ラ
を

口

に
し

な
が

ら

、

お
客

の
相

手

を

し

て

い
る
。

日

本
で

は
、

客
を

相

手

に
し

な

が

ら
飲
食

す

る

こ
と

は
、

不

謹
慎

極

ま

る
行

為

か
も

知

れ

な

い
。

一
人

の
中

年

の
客

が
、

ポ

ラ

ロ
イ

ド

カ

メ

ラ
を

買

っ
て
立

ち
去

っ
た
。

こ

の
空

港

で
は
、

廊

下

や

ロ
ビ

ー

に

テ

レ
ビ
が

設

置

さ
れ

、
各

航

空

機

の
出

発

時

と

、
ゲ

ー
ト
を

知

ら

せ

る

よ
う

に
な

っ
て

い
る
。
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ロ
ビ

ー
で
待

つ
こ
と

三
時

間

、

私
が

塔

乗
す

る

航
空

機

の
知

ら

せ
が

、

い

っ
こ
う

に
出

る
気

配

が

な

い
。

少

々
不

安

に
な

り

、
廊

下

で
す

れ
ち

が

っ
た

パ

イ

ロ

ッ
ト

に
聞

く

。
「
テ

レ
ビ

に

必
ず

出

る

か
ら

そ

れ
ま

で
待

て
」

と

言
う

こ
と
だ

。

出

発
十

分

前

に
や

っ
と
表

示

さ

れ

る
。

そ

の
間

何

と

不
安

を
抱

い
た

こ
と

か
。

羽

田
を
出

発

し

約

二
十

三

時

間
後

(
十

四

日
午
後

十

二
時

三
十

五

分

)
無
事

ウ

ィ

ー

ン
の

シ

ュ
ベ

ヒ

ャ
ー

タ

ー

空

港

に
到

着

す

る
。

こ
の

シ

ュ
ベ

ヒ

ャ
ー

タ

ー

空

港

は
、

ウ

ィ

ー

ン
よ

り
南

東

の
郊

外

に
あ

り

小

じ

ん
ま

り

と

し
た
空

港

で
あ

る

が
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
も

美

し

い
空

港

の

ひ
と

つ
と
言

わ

れ

て

い
る
。

空

港

か

ら
市

内

ま

で
三

十

分

毎

に

バ
ス

が

走

っ
て

い
る
。

到
着

時

、

何

の
知

識

も
も

た

な

か

っ
た
私

は
、

先
ず

家
主

に
電

話
を

す

る
が

、

生
憎

外

出
中

で

通

話

で

き
ず

。

タ

ク
シ

ー

に
乗

り

下
宿

先

ま

で

行

く

こ
と

に
す

る
。

窓

か

ら
見

る

郊
外

の
た

た

ず

ま

い
は
誠

に
美

し

い
。
古

い
農

家

の
家

々
、

美

し

く
耕

さ
れ

た
畑

、

や

が

て
ド

ナ

ウ
運

河

の

岸

辺

に
出

て
、

ウ

ィ

ー

ン
の
都

へ
向

っ
て
走

る
。

途

中

、
桜

並

木

に
出

て

(
ま
だ

つ
ぼ

み

で
あ

っ

た
が

)

ウ

ィ

ー

ン
に
も

桜

の
名

所

が

あ

っ
た

か

と
驚

く
。

始

め

て
見

る

ウ

ィ

ー

ン
を
物

め

ず

ら

し
げ

に
眺

め

る

こ
と
約

四
十

分

、

私

の
下

宿

先

ヤ

ー

ン
ガ

ッ
セ
に
到

着

す

る
。

タ
ク

シ

ー

の
運

転

手

に
、

チ

ッ
プ

と
し

て
三

十
五

シ
リ
ン
グ

(
日

本

円
約

五

百

円

)
渡

す

。

チ

ッ
プ

の
相

場

は
約

一
割

と
聞

い
て

い
た

が

、
少

々
払

い
過

ぎ

た

よ

う

だ
。

私

の

一
年

間

の
計

画

、

一、
ド
イ

ツ
リ

ー

ド

の
唱

法

と
音

楽

的

解
釈

及

び
表

現
法

の
研
究

二

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
音

楽

教
育

(初

等

・幼

児

)

の
実

情

視
察

及
び

そ

の
発

展

と
普

及

に
関

す

る

研
究

三

、
宗

教

音
楽

の
現

在

に

お
け

る
実

態

に

つ

い
て
お
も

い
め

ぐ
ら

し

、

ウ

ィ
ー

ン
の
初

夜
を

過

す

。

二
、
音
楽

の
都

ウ
ィ
ー
ン

過
去

何

世
紀

に
も

わ

た

っ
て
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
文

化

の
中

心
地

と

し

て
栄

え

た

ウ

ィ

ー

ン
は

ゴ

シ

ッ
ク
作

り

の
尖
塔

を

も

つ
大

寺

院

、

バ

ロ

ッ
ク

ス

タ
イ

ル

の
宮

殿

、

壮

厳

と

し
た

感

じ

で

い
か

に
も

ど

っ
し

り

と

し
た

オ

ペ

ラ

ハ
ウ

ス
、

そ

し

て
旧
市

街

地

に
は
、

昔

と
変

わ
ら

な

い
石

畳

の
道

路

が
縦

横

し

、
そ

の
歴
史

を

物

語

る
建

物

が

い
た

る

と

こ
ろ

に
あ

る
。
街

の
主

要

な
公

園

に
は

、

モ
ー

ツ
ア

ル

ト
、

ブ

ラ

ー

ム

ス
、

シ

ュ
ト

ラ
ウ

ス
な

ど

の
像

が

立

ち
並

び

、

古

き
よ

き
時

代

を

し

の
ば

せ

る
。

春

、

五
月

頃

か

ら

、
木

々

の
葉

は
そ

の
緑

を

一
層

あ

ざ

や

か

に
し
、

公

園

や
宮

殿

内

の
庭

園

の
花

壇

に
は
、

チ

ュ
ー

リ

ッ
プ

や

パ

ン
ジ

ィ

ー

な

ど

の
花

が

咲

き
匂

い
、

小
鳥

が

自

然

の
中

で

自

由

に
飛

び

か
う

さ

ま
を

見

る
時

、

何

か
気

持

の
な

か

に
安

ら

ぎ
を

感

じ

る

。

ハ
イ

ネ

作
詩

、

シ

ュ
ー

マ

ン
作

曲

D
ic
h
t
e
r

L
ie
b
e

「
詩

人

の

恋

」
の
第

一
番

""Im

W

u
n
d
e
r
s
c
h
�
n
e
n
M
o
n
a
t

M
a
i　

「
美

し

い
五

月
」

に
は

、
次

の
よ

う
な

詩

が
書

か

れ

て

い
る

。
"
い
と

美

し

き
五

月

に

は
、

莟

、

す

べ
て
ほ

こ
ろ
び

ぬ

。

我
が

心

の
内

に
も

愛

は

花

開

き
ぬ

。

い
と

美

し

き
五

月

に

は
、

鳥

、

す

べ
て
歌

い
ぬ
、

我

が
思

慕

と

渇
望

を

、

我

、

か

の
人

に
う

ち
あ

け

ぬ

"

公
園

を
散

歩

し

て
、
周

囲

の
自
然

の
美

し

さ
、

動

物

の
活

発

な

動

き
を

見

る

に

つ
け

、

シ

ュ
ー

マ
ン

の
春

、

五

月
を

描

い
た
絶

妙

な

旋
律

と

ハ

イ
ネ

の
詩

は
、
寒

い
雪

の
冬

か

ら
開

放

さ
れ

た
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陽
春

の
気

分

の
な

か
か

ら

生

み
だ

さ

れ

た

こ
と

が

理
解

で
き

る

。

ウ

ィ
ー

ン
の
五

月

の

明
る

い

春

の
訪

れ

は

、

日
本

と

は
違

っ
た

強

い
印

象
を

あ

た

え

る

の
で
あ

る
。

ウ

ィ

ー

ン
市

内

の
中

心
街

に
は

、

ω
けp
費

P
a
r
k

}E
立

公
●

)
・
B
u
rg

g
a
r
te
n
(
王
宮

公

●

)
・
V
o
l
k
s

P
a
r
k

(市

民
公

園

)
・
勾
ρ
岳
穹

ω

P
a
r
k

(
市
庁

舎

公

園

)

と
カ

ー
ル
ス
教
会

前

に

は
、

K
a
r
l
s

P
l
a
N
(
カ

ー

ル

ス
広
場

)
が
あ
る
。

公

園

は

、
緑

の
芝
生

の
な

か

に
散

策

道

路
が

通

り
、
市

民

の
憩

の
場

所

と

な

っ
て

い
る

。

ベ

ン

チ

に
は
、

日

光
浴

を

楽

し

み

な
が

ら

新
聞

、
読

書

に

ふ

け

る
老

人
、

編
物

に
我

を

忘

れ
、

機
械

的

に

手
を

動

か
す

老

婆

の
姿

を

よ

く

見

か
け

た

た

。
マ
ロ

ニ
エ
や

リ
ラ

の
木

々
な

ど

の
緑
が
美
し
く
、

そ

の
き

わ

に
は

、

シ

ュ
ー

ベ

ル
ト

や

シ

ュ
ト

ラ

ウ

ス

の
像

が
立

ち

、
音

楽

の
都

の
象

徴
を

感

じ

ざ

る
を

え

な

い
。

公
園

の
中

に
は

カ

フ

ェ
ー
も

あ

り
、

散
策

に
疲

れ
た

時

な

ど
、

ウ

ィ

ー

ン

の

コ
ー

ヒ
ー
を

味

わ

う

の
も

ま

た
格

別

の
味

が

す

る
。

コ
ー

ヒ

ー

で
思

い
出

し

た
が

、

私

は
、

日

本

か
ら

出

る
際

、

ウ

ィ
ー

ン
滞

在

中

ウ

ィ

ー

ン

ナ

ー

コ
ー

ヒ

ー
を
充

分

味

わ
う

よ

う

人

か
ら

の

す
す

め

も
あ

り

、

時

た
ま

公
園

を

散

策

し

た
折

早
速

カ

フ

ェ
ー
に

入

り

「
ウ

ィ

ー

ン
ナ

ー

コ
ー

ヒ

ー
」
を

注

文

し

た
と

こ
ろ
、

ボ

ー

イ

か
ら

、

「
ど
の
よ
う
な

コ
ー
ヒ
ー
に
し
ま
し

よ
う

」
と
聞

き

か
え

さ

れ
少

々
ま
ご

つ
く
始

末

。

実

は
、

ウ

ィ

ー
ナ

ー

コ
ー

ヒ
ー

に
は
色

々
と

種

類

が
あ

り

、

た
だ

「
ウ

ィ
ー

ナ

ー

コ
ー

ヒ

ー
」

と
注

文

し

た

だ

け

で

は
通

じ

な

い
の
で
あ

る
。

最
も

ポ

ピ

ュ

ラ
ー

な

コ
ー

ヒ

ー
は

、

ア
イ

ン
シ

ュ
ペ

ン
ナ

ー

と

名

の

つ
い
た

コ
ー

ヒ
ー

で
、
特

に
、

オ

ペ
ラ

座
裏

に
あ

る

ホ

テ

ル
ザ

ッ
ヒ

ァ
ー

の

カ

フ

ェ
テ

ラ

ス
で
飲

ん
だ

ア
イ

ン
シ

ュ
ペ

ン
ナ

ー
は
、

最

高

に
う

ま

い
も

の
だ

っ
た

。

し

か

し
、

少

々
値

段

が
高

く

、

一
杯

五
十

シ
リ

ン
グ

(
日
本

円

約

七
百

円

)

と
は

少

々
も

っ
た

い
な

い
よ
う

な

気

も
す

る
。

ま
た

、
夏

期

期

間
中

、

市
立

公

園

に

あ

る

ク
ー
ザ

ロ

ン
と
言

う

カ

フ

ェ
ー

で
は

、
夕

暮

れ

よ

り

野
外

に
設

け

ら

れ
た

舞

台

で
、

小
編

成

の
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
が

ウ

ィ

ー

ン
ナ

ー

ワ

ル

ツ

を

演

奏

し
、
曲

の
途

中

で
、

赤

や
黄

色

の
ド

レ

ス
を

ま

と

っ
た
女

性

と

、

タ
キ

シ

ー
ド

を
着

た

男
性

の
踊

り
子

達
数

人

が

、
軽

や

か

に

ワ

ル

ツ



を

踊

り

、
ウ

ィ

ー

ン

の
夕

暮

れ

の

一
時

を

楽

し

む

こ
と

が

で
き

る
。

空

は
夕

日

に
赤

く

そ

ま

り

乾
燥

し

た
風

が
木

々

の
緑

の
葉

を

ゆ

ら
し

、

ウ

ィ

ー

ン
特

有

の
ワ

ル

ツ

の
音

を

耳

に

し
た

時

、

何

の
雑
念

も

消

え
失

せ
、

た
だ

自

然

の
美

と
音

の
美

し

さ

に
ひ

き

こ
ま

れ

る
。

ウ

ィ
ー

ン

の
夜

は
、

オ

ペ

ラ
や
演

奏
会

で
始

ま

る
°

S
ta
a
t
O
p
e
r
(国

立

オ

ペ

ラ
劇

場

)
を

始

め
く
o
野
ω
○
℃
霞

(
国

民

オ

ペ
ラ
劇

場

ヤ
ζ
⊆
ω
貯

V
e
r
r
e
in
(音

楽
協

会

ホ

ー

ル

)・囚
o
=
N
①
詳

=
躄

。゚

(
コ
ン
サ

ー
ト

ホ

ー

ル
)
な

ど

の
主

要
な

音

楽
会

場

の
外

に
、

い
た

る
と

こ
ろ

に
小

さ

な
演

奏
会

場
が

あ

る
。

各
プ

レ
イ

ガ

イ

ド

に
は
、

一
ヶ
月

間

の
演
奏

会

の
催

し

に
関

す

る
案

内

が
置

か

れ

自
由

に
と

る

こ
と

が

で
き

る
。

ま

た

、
街

路

の

い
た

る
と

こ
ろ

に

、
高

さ

約

五
米

程

の
円

柱

で

で

き
た
演

奏

会

案
内

掲

示

板
が

あ

り

、

一
般
市

民

に
音

楽
会

の
案

内

を

し

て

い
る
。

私

は
、

仕

事

が

な

い
限

り
よ

く

演
奏

会

に
出

向

い
た
。

カ

ー

ル

・
べ
ー

ム
指

揮

の

ウ

ィ
ー

ン
フ

ィ

ル

ハ
モ

ニ
ー
、

ジ

ュ
リ

ー

二
指
揮

の
ウ

ィ

ー

ン
シ

ン

フ

ォ

ニ
カ
、

バ

ー

ン
シ

ュ
タ
イ

ン
指

揮

の
バ
イ

エ

ル

ン
交

響
楽

団

な

ど
大

変

印

象

に
残

っ
て
い
る
。

特

に
、

ウ

ィ

ー

ン

フ
ィ

ル

ハ
ー

モ

ニ
ー

の

フ

ル

ー

ト
奏
者

の
珠

を

こ
ろ
が

す

如
く

の
演
奏

は

、

今
だ

に
耳

に
残

っ
て

い
る
。

た
だ

技

術

的
な

練

磨
だ

け

に
よ

る
も

の

で
は

な

い
。

奏

者

の
音

楽

性

と
、
各

楽

曲

の
深

い
研
究

の
結

果

生

ま
れ

で

る
音

楽

で
あ

る

こ
と
を

、

思

い
知

っ
た

の

で
あ

る
。

少

し
大

げ

さ

な
言

い
方

に
な

る

か
も

知

れ

な

い
が

、
美

を

通

り

こ
し

た
、

音

楽

の
魂

の
表

現

以
外

何
も

の
で

も
な

い
よ
う

に
さ

え
思

え

た

の
で
あ

る
。

オ

ペ
ラ

シ

ー
ズ

ン
は
、

九
月

一
日

の

こ
け

ら

落

し
か

ら
始

ま

り

、
翌

年

六
月

三

十

日

ま

で
十

ヶ
月

間
、

休

み
な

く

連

日
催

さ

れ

る
。

ウ

ィ
ー

ン
で

の
オ

ペ

ラ
劇

場

は
、
国

立

オ

ペ
ラ
劇

場

と

国

民
オ

ペ
ラ
劇

場

が
有

名
だ

が

、

夏

期
期

間
中

(七

月

～
八

月

)
は
'
T
h
e
a
te
r
a
n
d
e
r
W
ie
n

(
ウ

ィ
ー

ン
劇

場

)
や

S
c
h
�
n

B

u
r
u
n
n
e
r

S
c
h
lo
s
s

T
h
e
a
te
r

(
シ

ェ
ー

ン
ブ

ル

ン
宮

劇

場

)
で
、

喜

歌
劇

「
メ
リ

ー

・
ウ

ィ

ド

ゥ
」

・

「
こ
う
も

り

」

や

「
セ
ヴ

イ

ラ

の
理
髪

師

」

な

ど
を

鑑
賞

す

る

こ
と
が

で

き

る
。

私

が
滞

在
中

鑑

賞

し
た

オ

ペ
ラ

は
数

知

れ
な

い
が

、
そ

の
内

で
も

、
今

だ

に
頭

に
焼

き

つ

い
て

い
る

の
は

、

国
立

オ

ペ
ラ
劇

場

で

、

ロ

ッ
シ

ー

二
作
曲

「
セ

ヴ

ィ

リ
ヤ

の
理
髪

師

」

の

ロ
ジ

ー

ナ
役

と
、

ド

ニ
ゼ

ッ
テ
ィ
作

曲

「
ル
チ

ア
」

の

狂
乱

の
場

で

歌

っ
た

ソ
プ

ラ

ノ
歌

手

の
グ

ル
ベ

ロ
ー
バ
。

歌

劇

「ト

ス
カ
」

で
、

カ
バ

ラ

ド

ッ
シ

ュ
役

の

テ

ノ
ー

ル
歌

手

ホ

セ

・
カ

レ
ラ

ス
で
あ

っ
た
。

天

性

の
声

と

そ

の
技
巧

、

音

楽

に

た

い
す

る
表

現

力

は
、

た
だ

た

だ
頭

が
下

る

思

い
が

し

た
。

そ

こ

に
は

、

グ

ル

ベ

ロ
ー
バ

と

い
う

假
面

を

と

り

は
ず

さ

れ

た

ル
チ

ア

で
あ

っ
た
し

、

カ

バ

ラ
ド

ッ
シ

ュ
に
な

り

き

っ
た

ホ

セ

・
カ

レ
ラ

ス

で
あ

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

た

だ
単

純

に
、
美

だ

け

の

追

求

に

と
ど

ま

る
音

楽

は

、
表

面

的
な

も

の
だ

け

に
終

る
。

そ

の
中

に
内
在

す

る
音

楽

的

な
魂

の
追

求

が
如

何

に
大

切

で
あ

り

、

ま
た

如

何

に

難

し

い
も

の
か

と

い
う

こ
と
を

、

改

め

て
感

じ

知

っ
た

の

で
あ

る
。

そ

の

こ
と

が

、
聴

衆

に
共

感

を
与

え

、
感

動

を

得

さ

せ

る
も

の

の
根

源

の

よ

う

に
思

う

の

で
あ

る

。

寒

々
と

し
た

冬

の
夜

、

ウ

ィ

ー

ン

の
中

心
街

に
あ

る
ケ

ル
ン
ト

ナ

i
通

り

も
、

夜

十

一
時

も

過
ぎ

れ

ば

、

人
通

り

も
少

な

く
な

り

、

静
寂

な

な

か

に
眠

り

に

つ
く
。

ス
テ

フ

ァ
ン
教
会

の
横
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に
並

ぶ
、

昔
な

つ
か

し

い
ガ

ス
燈

の
形

そ

の
ま

ま

の
街

燈

の
光

に
、
う

つ
し
だ

さ
れ

る
降

る
雪

の
光

景

を

見

る
と

き

、

シ

ュ
ー

ベ

ル
ト

の
歌

曲

集

「冬

の
旅
」

の
中

の

一
曲
E
in
s
a
m
k
e
it

「
孤

独

」
を

知

ら
ず

う

ち

に
思

い
出

し

て

い
た
。

何

か

一
抹

の
寂

し

さ
を

感

じ
た

そ

の

一
時

、
芸

術

の
都

ウ

ィ

ー

ン
の
印

象
を

よ
り

強

く
感

じ

た

の

で
あ

る

。
恐

ら

く

シ

ュ
ー

ベ

ル
ト

は
、

「Ω
三
Φ

N
a
c
h
t
」
や

「
田
コ
ω
9
ヨ
ぎ

一ご

を
作

曲

し

た
折

、

こ

の
よ

う

な
状

景
を

眺

め

な
が

ら

作
曲

し

た

に

違

い
な

い
。

ま

た

、
春

の
の

ど

か
な
光

の
中

に

緑

あ

ざ

や

か
な

ベ
ー

ト

ー
ベ

ン
ガ

ン
グ

(
べ
ー

ト

ー

ベ

ン
が

ハ
イ

リ
ゲ

ン
シ

ュ
タ

ッ
ト

で
作
曲

活
動

を

し

て

い
た

時

の
散

歩

道

)
を
歩

き
、

そ

の

小
径

に
そ

っ
て
流

れ

る
小

川
を

見

つ
め
、

木

木

の
間

に
間

よ

り
鳴

く
小

鳥

達

の

さ
ま
を

見

る

時

、

ベ

ー
ト

ー

ベ

ン
が
、

交

響
曲

第

六
番

・
二

楽
章

「
小

川

の

ほ
と

り

の
情

景
」

の
作
曲

に
際

し

、

そ

の
自

然

の
美

の
感

動

か

ら
、

作

り
出

さ

れ

た
旋

律

で
あ

る

こ
と

が
理

解
出

来

る

。

春
夏

秋

冬

を

通

じ
う

つ
り

変

わ

る
自

然

の
な

か
で

、

入

々

の
気

持

の
変

化

を

も
合

わ

せ

て
、

今

ま

で

に
多

く

の
音

楽

家

に
よ

り

、
芸

術
作

品

が
作

り
出

さ

れ

て
き

た

の

で
あ

る
。

オ

ー

ス
ト

リ

ア

の
国

民

は
、

自

分
達

の
祖

国

で
生

ん
だ

数

多

い
芸

術

家

に
た

い
し

、
誇

り

に
思

っ
て

い
る

し

、

い

つ
の
世
代

へ
も

ウ

ィ

ー

ン
は
芸

術

の
都

と
し

て
、

存
続

し
た

い
と
願

っ
て

い
る
よ

う

に

私

は

う

け
と

め

て

い
る

。

国

立

オ

ペ

ラ
劇

場

、

ブ

ル
グ
劇

場
、

ア
カ

デ

ミ

i
劇

場

、

フ

ォ
ル

ク

ス
オ

ー
パ

ー
な

ど

の
年

間
予

算

は
、

約

一
億

ド

ル
と

い
う

こ
と

で
あ

る

こ

の
内

、

国
庫

補

助

は

、
七

千

八
百

万

ド

ル
と

外

務
省

や
法

務
省

の
予
算

よ
り

も
多

い
。

さ
す

が

音

楽

の
都

ウ

ィ

ー

ン
で
あ

る
。

三
、
ウ
ィゼ
ン
国
立
音
楽
大
学

で
の
研
修

ウ

ィ
ー

ン
国

立
音

楽
大

学

は

、

第

三
区

ロ
ー

ト

リ

ン
ガ

i
通

り

に
本

校
が

、

メ

ッ
テ

ル

ニ

ッ

ヒ
通

り

と

ヨ

ハ
ネ

ス
通

り

に
分

校

が
あ

る
。

ロ
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ー
ト

リ

ン
ガ

ー
通

り

に
あ

る
本

校

は

、

カ

ー

ル

教
会

か
ら
市

電

で
二

、
三

分

の

と

こ
ろ

に
あ

り

私

の
下

宿

か

ら
は

、
約

二
十

五
分

程

で
あ

っ
た
。

大

学

の
各
廊

下

の
壁

に
は

、

二
十

米

間
隔

ぐ

ら

い
に
、

風

景
画

や

静
物

画

が
掲

げ

て
あ

っ
て
、

廊

下

の

ベ

ン
チ

で
腰

か
け

て

い
る
学

生
達

に
、

そ

の
芸

術
作

品

を

観
賞

で
き

る
よ

う

配
慮

し

て

あ

る
。

大

学

の
中

に

は
、

大

コ
ン

ツ

ェ
ル

ト

ハ

ウ

ス
ザ

ー

ル

(
収

容

人
員

約

二
千

名

)
.
シ

ュ
ー

ベ

ル
ト
ザ

ー

ル

(
約

四
百

名

)
・
モ
ー

ツ
ア
ル
ト

ザ

ー

ル

(
約

八
百

八
十

名

)
・
三

つ
の
ホ

ー

ル
が

あ

り
、

ウ

ィ

ー

ン
シ

ン
フ

ォ

ニ
カ
、

バ

イ

エ
ル

ン
交

響

楽

団
、

ル
ー

ド

ウ
ビ

ッ
ヒ

の
独

唱
会

な

ど

、
毎

夜

の
ご

と

く
演

奏

さ

れ

て

い
る

。

私

は
、
本

校

二
階

(
日
本

で
言

え

ば

三
階

)

の
11j百

-}-
Q}r
{}T}jP
ro
f
E
m
ie

S
it
tn
e
r

(
H
ミ

ー

・
ジ

ッ
ト

ナ

ー
教
授

)

の
研

究

室

で

、
毎

週

ド

イ

ツ
リ

ー

ド

の
唱
法

を

受

け

て

い
た

の

で
あ

る
。

ジ

ッ
ト

ナ

ー
教
授

は
、
音

楽

に
た

い
し

て

は

大
変

厳

し

い
反

面
、
平
常
は
心

の
暖

か

い
や
さ

し

い
人

で
あ

っ
た

。
秋

も

深

ま

る
十

月

、
ヴ

ァ

イ

マ
レ

ー

ル
通
り

に
あ

る
お
宅

へ
訪

問

し

た
際

前

学

長

で
あ

っ
た

御

主

人

の
O
弓

℃
3
略
エ
譬

。゚

S
itt
n
e
r
(
ハ
ン
ス

・
ジ

ッ
ト
ナ

ー
博

士

)
と

私

三
人

で

、
夕

食
を

御

馳

走

に
な

っ
た

こ
と

が
あ

っ
た

。

一
つ
の
テ

ー
ブ

ル
を

囲

み

、

エ
ミ
ー

・

ジ

ッ
ト

ナ

ー
教

授
手

作

り

の

お
料

理
を

い
た
だ

い
た

折

、
「
ウ

ィ

ー

ン
で

の

一
人

住

ま

い
は

大
変

だ

ろ

う
。

ブ

ド

ー
酒

を

存
分

飲

み

な

さ

い
。
」
と

あ

た

か

も
我

が

子

の
如

く
暖

か

い
も

て
な

し
を

受
け

、
何

か
熱

い
も

の
を
感

じ
た

。
そ

の
夜

、

フ
ォ

ル
ク

ス
オ

ー

パ
ー

で

の

オ

ペ
レ

ッ
タ

に
招

待

し

て

い
た

だ

き
、

私

は

、
初

め

て
耳

に
す

る

D
e
r

B
e
tt
e
l
S
tu
d
e
n
t
「乞

食

学

生
」

と

い
う

オ

ペ

レ

ッ
タ
を

鑑
賞

さ

せ

て

い
た

だ

い
た

。

ジ

ッ
ト
ナ

i
教

授

は

、

オ

ペ

ラ
は

モ

ー

ツ
ア

ル
ト

、

リ

ー
ド

は

シ

ュ
ー

ベ

ル
ト

が

お
好

き

な

よ
う

で

、
ま

た
大

変

よ

く
研

究

さ
れ

て

い
る

。

十

二
月
初

旬

、

シ

ュ
ー
ベ

ル

ト

の
歌
曲

集

「冬

の
旅

」
を

受

講

し
た

際

、

日
本

で
は
教

わ

っ
た

こ
と

の
な

い
き

め
細

か

な
指

導

を

受

け
、

私

自

身

、

曲

の
解

釈

の
浅

さ

に
ほ

と
ほ

と
参

っ
た

し

だ

い
で
あ

る
。

私

は

、

ウ

ィ
ー

ン
滞

在
中

ジ

ッ

ト
ナ

ー
教

授

の
外

に
、

P
r
o
f
M
o
o
r
e
(
モ
ア
ー

教

授

)
・
P
r
o
f
L
a
n
s
k
y
(
ラ
ン
ス
キ

ー
教

授

)
・

オ

ペ

ラ
歌

手
H
e
r
r
F
in
k
(
フ

ィ

ン
ク
氏

)
の
三

名

に
大
変

御

世

話

に

な

っ
た
が

、

リ

ー

ド

の
唱

法

に
関

し
各

教

授

か

ら
学

ん
だ

も

の
を

、

詳

細

な
説

明
を

省

き
、
箇

条

書

に

記
す

こ
と

に
す

る
。

一
、

リ

ー
ド

の
歌

唱

に
お

け

る
発

声
法

一
、

ド
イ

ツ
語

母
音

の
発
声

と

日
本

語

母

音

の
発

声

の
相

違

一
、
発

音

に

つ
い
て

の
注
意
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一
、

リ

ー
ド

の
詩

の
重
要

性

と

そ

の
正

し

い

解

釈

一
、
内

在

す

る
音

楽
性

の
表

現

ウ

ィ

ー

ン
国
立

音

楽
大

学

で

の
ド
イ

ツ
リ

ー

ド

の
研
究

は

、

私
が

研
究

課

題

と

し
た

H
a
y
d
n

B
r
a
h
m
s

S
c
h
u
b
e
r
t
W

o
lf
S
t
r
a
u
s
s
6
作
曲

家
が

活
動

し

た

土
地

で
も
あ

り

、
伝

統

的

に
残

さ
れ

た

リ

ー
ド

の
真

髄

が
、

根
づ

よ
く

残

っ
て

い
る
。

そ

の
深

さ
を

理

解
す

る
た

め

に
は

、
短

期
間

で

は
、

表
面

的

な

理
解

に
と

ど
ま

ざ

る
を

え
な

い
。

機
会

が
あ

れ

ば
、

よ

り

以
上

の
収
穫

を

期

待

し

て
、
再

度

ウ

ィ

ー

ン
で
研

修

し

た

く

思

っ
て

い
る
。

帰

国

に
際

し

ラ

ン

ス
キ

ー
教

授

は
、

私

が
音

楽

教
育

の
研

究

の
た

め

、
十

月

に

ハ
ン
ガ

リ

ー

の
ブ

ダ

ベ

ス
ト

で
、

コ
ダ

ー
イ

シ

ス
テ

ム
に

よ

る
授

業
参

観

を

し
た

こ
と
を

知

っ
て

い
て
、
自

分
が

大

切

に
し

て

い
た

、

コ
ダ

ー

イ

と
と

も

に

ハ
ン
ガ

リ

ー

の
音

楽

教
育

を

推

進

し
た

バ

ル
ト

ー

ク

の
レ

コ
ー

ド
を

、

ラ

ン
ス
キ

i
教

授

よ

り

贈

物

と

し

て

い
た
だ

い
た
。

こ

の
貴

重

な

レ

コ

ー
ド

は
、

私

に
と

っ
て
、
誠

に
嬉

し

い
贈
物

の

一
つ
と
な

っ
た

。

四
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
小
学
校
・幼
稚
園

の
音
楽
教
育
を
視
察
し
て

私

は
幸

い
に
も

、

ウ

ィ

ー

ン
国
立

音

楽
大

学

ソ
モ
ー
ギ

教

授

よ

り
、

ハ

ン
ガ

リ

ー

の

コ
ダ

ー

イ

研

究
所

ラ
イ

教
授

を

紹
介

し

て

い
た

だ

き

、

十

月

八

日

か
ら
十

月

十

一
日
ま

で
ブ
ダ

ベ

ス
ト

に
滞

在

し
、

幼

児

・
初

等

の

コ
ダ

ー

イ

シ

ス
テ

ム
に
よ

る
音

楽

教
育

を

、

視
察

す

る

こ
と

で

で

き

た
。

ハ

ン
ガ

リ

ー

で

の
有
名

な

作
曲

家

で

も

あ

り
、

ま

た
音

楽

教
育

者

で
も
あ

っ
た

コ
ダ

ー

イ

は
、

マ
ジ

ャ

ー

ル
民
謡

の
研
究

で
も

知

ら
れ

た

人

で
あ

る
。

こ

の

コ
ダ

ー
イ

は
学

校
教

育

の

な

か

に
、

革
新

的

な

方
法

で

ハ

ン
ガ

リ

ー

民
謡

を

と

り
入

れ

、

ハ
ン
ガ

リ

ー
国

民

に
音
楽

的
な

再

教
育

を

し

て
、

ハ
ン
ガ

リ
ー

に

お
け

る
音

楽

を

変
革

し
成
功

し
た

と

い
わ

れ

て

い
る
。

一
九

三

十
年

頃

か

ら
、

コ
ダ

ー
イ

と

バ

ル
ト

ー

ク

に

よ

っ
て
始

め

ら

れ
た

ハ
ン
ガ
リ

ー

の
音

楽

教
育

即

ち

コ
ダ

ー
イ

シ

ス
テ

ム
は
、

ハ

ン
ガ

リ

i

民

謡

を
中

心
と

す

る
音

楽

教
材

を

編
集

し
、
音

楽

教

育

の
基

礎

及
び

組

織

を
作

り
あ
げ

、

現

在

の

ハ
ン
ガ
リ

ー

の
教

育

に
大

き
く
貢

献

し

て

い
る

と

い
わ
れ

て

い
る
。

十
月

八

日

、
岐

阜

教
育

大

学

岩

田
先

生
御

夫

妻

と

と
も

に
、

ウ

ィ
ー

ン
西

駅

か

ら
、

ブ

タ

ベ

ス
ト
行

午

前

十
時

十

分

発

の
列
車

に
乗

り

こ
む
。

十

月

と

し

て
は

め
ず

ら

し
く

暖

か

い
日

で

、
列

車

内

で

は
、

背
広

を

着

て

い
て
少
し
暑

い
ぐ
ら

い

の
気

温

で
あ

っ
た
。

空

は
雲

一
点

な

い
小

春

日

和

。
車

窓

か
ら

さ
す

日

の
光

が

ま

ぶ

し

い
。

パ

ス
ポ

ー

ト
、

ビ

ザ

の
検

閲

、
換

金

な
ど

の
手
続

き

の
た

め
、

ハ
ン
ガ
リ

ー

と

の
国

境

で
、

約

四

十

分

列
車

は
停
車

す

る
。

以
前

チ

ェ
コ
ス

ロ
バ

キ

ァ

の
ブ

ラ
チ

ス
ラ
バ

へ
旅

行
し
た
際
、
約

一
時

間
列

車

を
停

車

さ

せ
、

列
車

の
周

囲

に
機

関

銃

を

も

っ
た
兵

士

が

、
十

数

名

見
守

る

な

か
、

軍

用
犬

を

連

れ
た

兵

士
が

各

客
車

の
底
を

検

査

さ

せ
、

車

両

で

は
、

眼
光

す

る

ど

い
兵

士

と
検

閲

官
が

、

パ

ス
ポ

ー
ト

と
ビ

ザ

の

入
念

な

調

べ
を

し

た

こ
と

が
あ

っ
た
。

何

か

罪

人
あ

つ
か

い
さ

れ

て

い
る

よ

う

で
、
あ

ま

り

よ

い
気

持

は

し
な

か

っ
た

。

し

か

し
、
同

じ
共

産
圏

で
も

、

こ

の

ハ
ン
ガ
リ

ー
国

境

で
の
検

閲

は

、
大

変
友

好

的

で
あ

っ
た

。
車

窓

よ

り
眺

め

る

田
園

風

景
、

時
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に
目

に
入

る
森

林

の
風

景

は

、
ま

こ
と

の
ど

か

な
美

し

い
風
景

だ

っ
た

。

午
後

三

時

ブ

タ

ベ

ス

ト

駅

に
到
着

。

ラ
イ
教

授

か

ら

の
紹
介

で
、

ブ

ダ

ベ

ス
ト

の
中

心
街

よ

り

少

々
は

な

れ

た
、

閑

静

な

民
宿

に
宿

を

と

る
。

二

日
目

ラ
イ

教

授
宅

へ
訪

問
す

る
。

ラ
イ

教

授

の
話

に
よ
れ

ば

、
ブ

ダ

ベ
ス
ト

は

現

在

二
十

二
区

に
分

れ

て
お

り
、

各

U

"
G
r
u
n
d

S
c
h
u
le
(
小

学

校

の
正

規

の
授

業

以
外

に
午
後

専

門

的

に
教

え

る
学

校

)

が
あ

る
。

こ

こ
で
学

ぶ
児
童

が

、

十

五
万

名

も

い
る

と

い
う

こ
と
だ

っ
た
。

午
前

八

時

か

ら
午

後

一

時

ま
た

は

二
時

頃

ま

で
普

通
授

業

。
普

通

授
業

終
了

後

、
プ

リ

バ

ー
ト

N
G
r
u
n
d

S
c
h
u
le

で

授
業

を

受
け

る

し

く
み

に
な

っ
て

い
る
。

こ
の

G
r
u
n
d

S
c
h
u
le
に
は

、
音
楽

小

学
校
と
体
育

小

学

校

が
あ

り

、
音

楽

小
学

校

で

は

、
専

門
学

校

的
形
態

で
組
織

さ
れ

て
お
り

、

こ
の
音

楽

小
学

校

で
学

ぶ
児
童

数

が

、
比

較

的
多

い
よ

う

に
説

明
さ

れ

て

い
た
。

視
察

し

た
幼

稚

園

及
び

小

学
校

は
、

ブ

タ

ベ

ス
ト

の
中

心
街

、

二
区

と
三

区

に
位

置

す

る
幼

稚

園

一
園

と
小

学

校

二
校

で

あ

っ
た

。

コ
ダ

ー
イ

は
音

楽
教

育

に
関

し
、
「
六
才

～

九

才

に

か
け

て

の
教
育

が

最

も
重

要

で
あ

る
。

で

き
る
だ

け

早
く

、

保
育

園

か

ら
教

え

る

よ
う

に

し

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
'
と
述

べ
て

い
る
が

、
私

が
訪

問

し
た

M
E
D
V
E
g
a
s
s
e
K
in
d
e
r
g
a
r
t
e
n

(
メ
ト

フ

ェ
ガ

ッ
セ
幼

稚

園

)

で

の
音

楽

の
授

業

は
、

大

変
鮮

や

か

な
指

導

で
す

す

め

ら

れ

て

い
た
。

わ

ら

べ
歌

と

遊
戯

の
中

に
、

聴
覚

訓

練

と
リ
ズ

ム
感

が
教

え

ら

れ
、
音

楽

を

身
体

で
感

じ
さ

せ
な

が

ら
、

リ
ズ

ム
と

メ

ロ
デ

ィ
ー

の
基

礎

指
導

が

な

さ
れ
て
い
た
。
ま

た
F
a
n
y
e
s
　
a
s
s
e

V
o
lk
s

S
c
h
u
le
(
フ

ァ
ン

エ
ス

ガ

ッ
セ
小
学

校

)

F2
(び
J
ik
u
p
e
l
V
o
lk
s

S
c
h
u
le
(
イ

ク
ペ

ル
小

学

校

)

の
音

楽

小
学

校

で

の
授
業

で
は

、
主

に

ソ

ル

フ

ェ
ー
ジ

ュ
の
指
導

が

中

心

で
、

そ

の
指

導

内
容

は
移

動

ド
唱

法
を

用

い
、
d
r
m
fs
lt

�
文

字
符

と
リ
ズ

ム
譜

に
よ

る
楽
譜

で
指

導

さ
れ

て

い
た
。

こ
の
文

字

符
を

用

い
る
方

式

は

、
ジ

ョ

ン

・
ス
ペ
ン
サ

ー

・
カ

ー

ウ
H
ン
(J
o
h
n
.
S
p
e
n
c
e
r

C
u
r
w
e
n
)
�
発

案

に
よ

る
も
の

で
、

過
去

イ

ギ

リ

ス
の
合

唱

の
発

展

に
、

貢
献

し
た

と

い
わ

れ

て

い
る
。

ま

た
そ

の
指

導

に
は
、

ピ

ア

ノ
な

ど

補

助
的

な

楽
器

は

ほ

と
ん

ど
使

わ
れ

ず

、

ヵ
ー

ウ

ェ
ン
が

発
案

し

た

ハ

ン
ド

サ

イ

ン

で
行

わ
れ

て

い
た

。

コ
ダ

ー
イ

は
、

音

楽
教

育

の
指
導

内

容

に
お

い
て
、

合

唱
指

導

と

ソ
ル

フ

ェ
ー
ジ

ュ

の
徹

底

し

た
指

導

を
重

要

視

し

た
が

、

子
供

達

に
理
解

し

や
す

く

、

ま

た
導

入

し
や

す

い
方

法
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と

し

て
、
カ

ー
ウ

ェ
ン

の
方

式

を

用

い
た

も

の

と
思

わ

れ

る
。
適

切
な

指
導

の
も

と

で
、

子
供

達

の
内

在
す

る
音

楽

性

を

ひ

き
だ
す

、

理

想

的

な
音

楽

教
育

が

さ
れ

て

い
た
。

一
九

三

十
年

よ

り

コ
ダ

ー
イ

、

バ

ル
ト

ー

ク
が
中

心

と
な

り

、

長
年

の
深

い
研
究

の
結
果

、

現

在

の
充

実

し

た

音

楽

教
育

が

あ

る

の
で
あ

る
。

子
供

達

が

、

明

る
く

の
び

の
び

と
音
楽

に
と

り

く

み
、
音

楽

を

す

る
喜

こ
び
を

身

を

も

っ
て
体
験

し

て

い
る
よ

う

す
を

、

A
7
も

っ
て
、
忘

れ

る

こ

と
が

で

き
な

い
。日

本
の
教
育
を
顧
み
た
時
、
科
学
技
術
の
発

達
に
よ
り
、
教
育
面
も
知
的
教
育
の
発
展
は
め

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
勿
論
、
今
後
も
科
学

技
術
に
関
す
る
教
育
は
、
充
実
さ
れ
る
べ
き
こ

と
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、
豊
か
な
心
情
を

育
て
る
こ
と
が
、
今
後
の
教
育
に
課
せ
ら
れ
た

大
切
な
課
題
の
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
昭
和

五
十
五
年
よ
り
日
本
の
音
楽
教
育
は
、
新
指
導

要
領
の
も
と
に
そ
の
内
容
も
変
わ
り
、
初
等
教

育
で
は
、
以
前
に
比
べ
多
く
の
日
本
の
音
楽
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
指
導
内
容
に
お
い
て

コ
ダ
ー
イ
シ

ス
テ
ム
が
、
大
い
に
参
考
に
な
る

こ

と

だ

ろ

う

。

五
、
ウ
ィ
ー
ン
の
教
会
と
宗
教
音
楽

ル
タ

ー

の
宗

教

改

革

以
来

、

ド
イ

ツ
人

の
信

仰

は

、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

に
分

れ

た
が

、

ラ
イ

ン
河

沿

岸

と
南

ド

イ

ツ
が

カ

ト

リ

ッ
ク
、
北

ド

イ

ツ
が
プ

.ロ
テ

ス
タ

ン
ト
で

あ

る

と

い
わ

れ

て

い
る
。

ウ

ィ

ー

ン

の
教

会

は

、

ほ
と

ん

ど
が

カ

ト

リ

ッ
ク
に
属

し

て

い
る
が

、

そ

の
数
多

い
教
会

の

中

で
、
「
ウ

ィ
ー

ン
の
魂

」

と
し

て
、

ウ

ィ
ー

ン

人

の
心

の
よ

り

ど

こ
ろ

に

な

っ
て

い
る
教
会

は

S
t
S
t
e
p
h
a
n

d
o
m

(
ザ

ン
ク
ト

・
ス
テ

フ

ァ

ン

教

会

)

で
あ

る

。

ウ

ィ
ー

ン
の
繁
華

街

ケ

ル

ン

ト
ナ

ー

通
り

入

口

か
ら

、
約

十

分

程
歩

い
た

と

こ
ろ

に
、
黒
ず

ん
だ

ゴ

チ

ッ
ク
式

の
大

伽

藍

が

壮

厳

な
中

に
堂

々
と
し

た
感

じ

で
た

っ
て

い
る
。

こ
の
大
伽

藍

の
右
後

方

に
は
、

高

さ
百

三

十

五

米
も

あ

る
塔

が

あ

り
、

マ
リ

ァ

テ

レ
シ

ア
時

代

に
は
、

こ
の
塔

が

、
ウ

ィ
ー

ン

の
中

心

で
あ

る

と

と
も

に

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
中

心

と

し

て
誇

っ

て

い
た

よ

う

で
あ

る
。

一
九

四
五

年

、

ソ
連

軍

が

ウ

ィ

ー

ン
を

占

領

し

て

い
た
時

、

ド

イ

ツ
軍

の
砲
撃

に
あ

い
、

教
会

内

部

の
聖

歌

隊

席

や
、

古

い
彫

刻

類

が
焼

失

し

た
よ

う

だ

が
、

祭
壇

や

中

世

の

ス
テ

ン
ド
グ

ラ

ス
が

疎

開

し

て
あ

っ
た

の
で

、
そ

の
後

、
幸

い
に
も

昔

の
姿

に
復

元

で

き

た

と

い
う

こ

と

で
あ

る
。

ま

た

、
教
会

の
後

方

二
階

の
聖

歌
隊

席

に

は
、

ヨ

ハ

ン

・
エ
ー

ベ

ル

ハ
ル
ト

・
ヴ

ァ
ル
カ

ー

に
よ

っ
て
築

か

れ
た

巨
大

な

パ

イ
プ

オ

ル
ガ

ン
が

設

置

さ
れ

て

い
る
。

私

は
、

日

曜

ミ

サ

に
度

々

こ

の
教
会

を

訪

れ
た

美

し
く

流

れ

る

パ
イ
プ

オ

ル
ガ

ン
に
よ

る
前

奏

か

ら

ミ
サ

は

開
始

さ
れ

、
牧

師

の
説

教

を

ま

じ

え

な
が

ら

、

「囚
k
該
①
」
「
9
0
ユ
p
」
「
O
弓
①
q
o
」

「
ω
雲

o
ε
ω
」
「〉

αQ
旨

昜

O
Φ
ご

の

ミ
サ

曲

が
、

次

々
と
オ

ー

ケ

ス
ト

ラ

と
合

唱

団

の
演

奏

に

よ

り

す
す

め

ら

れ

る
。

美

し
く

聖

な

る
音

楽

に
接

し

た
時

、

我

を
忘

れ

、

そ

の
音

楽
を

聞

き

入

っ

た

も

の

で
あ

る
。

そ

こ
に
は

、

宗
教

と
音
楽

と

の
深

い
結

び

つ
き
を

、

み

つ
け

る

こ
と

が

で

き

る

の

で
あ

る
。

ス
テ

フ

ァ

ン
大

寺

院
を

出

て
正
面

を

行

く

と

グ

ラ
ー

ベ

ン
通

り

に
出

る
。

こ

の
通

り
は

、

べ

ー
ト

ー

ベ

ン
や

シ

ュ
ー
ベ

ル
ト

時

代

の
盛

り

場
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で
あ

っ
た

と

こ
ろ

で
、

現
在

も

美

し

く
飾

っ
た

商

店

が
並

ん

で

い
る
。

こ
の
通

り

を

突

き
あ

た

り
、

左

へ
五
分

程
歩

く

と

ホ

フ

・
ブ

ル
グ

の
門

に
出

る
。
こ
の

ホ
フ
・ブ
ル
グ

の

一
　

に
A
u
g
u
s
t
in

K
ir
c
h
e

(
ア

ウ
グ

ス
テ
イ

ン
教

会

)
が

あ

る
。

入

口
は

教
会

と

い
う
雰

囲

気

で
な

い
が

、
教

会

の
内

部

は
、

大

理

石
作

り

の
大

変

立
派

な

教
会

で
あ

る
。

こ

の
教
会

の

ミ
サ
音

楽

は

、
世

界

最

高

の
水
準

の
も

の
と
私

は

思

う
。

美

し
く

調

和

が

と
れ

洗
練

さ
れ

た
合

唱

団

と
、

ウ

ィ

ー

ン

フ

ィ

ル

の
メ

ン
バ

ー

に
よ

る
オ

ー

ケ

ス
ト

ラ
を

聞

く

と
き

、

こ
れ

ぞ
宗

教

音

楽

の
真

髄

で
あ

る

こ

と
を

認

め

ざ

る
を

え

な

い
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

の

一
般

市

民

と
宗

教

と

の
結

び

つ
き
は

、

A
7
だ

に
強

い
と

い
う

印
象

を

う

け

た

。
各

教
会

で

の

ミ
サ

で

は
、

老
若

と
わ
ず

、

多

数

の
礼

拝

者

の
参

加

の
も

と

に
行

わ
れ

て

い

る
し
、

ま

た

教
育

面

に
お

い
て
も

、
宗

教

的
情

操

を
培

う

た

め

の
教

育

も
行

っ
て

い
る
。

ウ

ィ

ー

ン
で

か
わ

し

た
挨

拶
言

葉

、

Ω
急
ω
ω

Ω
○
茸

「
神
様

に
御

挨
拶

を

」
。
毎

日
曜

日
午

前

十
時

か

ら
十

一
時

ま

N

O
s
te
r
r
e
ic
h

I

(
日
本

の
N

H

K
第

一
放

送

に

あ
た

る

)

の
放

送

か

ら
、

各

地

の
教
会

ミ
サ

を
実

況

放

送

さ
れ

て

い
た

こ
と

な

ど

、

日
常

生

活

の

み
じ

か
な

と

こ
ろ

に
、

宗
教

が

浸
透

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

芸
術

の
都

ウ

ィ

ー

ン
、
音

楽

の
都

ウ

ィ
ー

ン

私

に
は
終

生

忘

れ

ら
れ

ぬ
都

に
な

っ
た
よ
う
だ
。

一
年

間

、
誠

に
楽

し

い
留
学

研

修

で
あ

っ
た

が

、
今

ふ
り

か
え

れ
ば

、

大
変

短

い

一
年

で
あ

っ
た

よ
う

に
も

思

え

る
。

親

切
な

ウ

ィ
ー

ン

の

人

々
、

日

本

で
は

得
難

い
音

楽

的
環

境

に
恵

ま

れ

た
美

し

い
都

ウ

ィ
ー

ン
、

A
7
後

の
発

展
を

祈

っ
て
や
ま

な

い
。

(き
た
む
ら

た
け
し

文
学
部
助
教
授

)

一26一


